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ま　え　が　き

 「平成３１年度島根原子力発電所周辺環境放射線等測定計画」に基づき、

発電所周辺地域の環境放射線等の調査を行った。

 この報告書は、平成３１年４月から令和元年６月の測定結果について、

「島根原子力発電所周辺環境放射線等測定技術会」において検討、確認さ

れたものをとりまとめたものである。
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Ⅰ．環境放射線関係





調　査　項　目 測定機関 測　　定　　法 測　定　機　器 供　試　料　量

空

間

放

射

線

線 量 率
（モニタリングポスト）

島 根 県 エネルギー補償方式

NaI（Tl）シンチレー
ション検出器（深田
北、北講武及び片
句はゲルマニウム半
導体検出器による
γ線エネルギー弁
別装置付き）

人工放射能面密度 島 根 県
ゲルマニウム半導体検出器
によるin-situ測定

高分解能γ線スペ
クトロメータ（高
純度ゲルマニウム
検出器）

環

境

試

料

中

の

放

射

能

γ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
対
象
核
種

浮 遊 塵
島 根 県

計 測 試 料 分 析 法

高分解能γ線スペ
クトロメータ（高
純度ゲルマニウム
検出器）

捕集フィルター

文部科学省
編
｢ゲルマニウ
ム半導体検
出器によるγ
線スペクトロ
メトリー｣によ
る。

4000㎥

海 底 土 乾 物 100g乾土

陸 土

島 根 県
中国電力

乾 物 100g乾土

海 水 吸 着 物 30ℓ

陸 水 濃 縮 物 60～100ℓ

牛 乳
生 試 料 ２～３ℓ

灰化物（ヨウ
素131以外の
核種）

生体（ヨウ素
131）

灰：４～５ℓ相当

植 物
灰：1.5～３㎏生相当
生：0.6～0.7㎏生

農 産 物
灰：２～９㎏生相当

生:１～３㎏生

海産生物
灰：１～４㎏生相当
生：１～３㎏生

ト
リ
チ
ウ
ム

大 気 水 島 根 県 文部科学省編
「トリチウム分析法」によ
る。

低バックグラウン
ド液体シンチレー
ション計数装置

50mℓ海 水
陸 水

島 根 県
中国電力

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90

陸 水

島 根 県
文部科学省編
「放射性ストロンチウム分
析法」による。

低バックグラウン
ドガスフロー計数
装置

100ℓ

植 物 灰：0.7㎏生相当

農 産 物 灰：0.3～0.7㎏生相当

牛 乳 灰：１㎏生相当

陸 土 100g乾土

海 水 20ℓ

海産生物 灰：0.2～0.5㎏生相当

調　査　内　容

平成３１年４月～令和元年６月の調査内容は次のとおりである。

１．調査機関　　島根県、中国電力株式会社

２．調査項目及び測定法
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３．評価と調査結果の概要 

 
（１）評価結果 

今期の調査結果について、各々の測定項目について詳細な検討を行ったが、島根原子力発電

所による影響は認められなかった。 

 

（２）調査結果の概要 

 １）空間放射線  

   a）線 量 率（モニタリングポストによる測定）(P8～10) 

   6 月に全ての測定地点で平常の変動幅を超える線量率が測定された（全測定地点で同一日に

月最高値を記録）。気象の状況や人工放射性核種の影響等を調査した結果、いずれも降水による

線量率の増加であった。（原因究明のフローは参考資料５参照） 

 
 ２）地表面における人工放射能 

   a)人工放射能面密度（P11) 

   今期はすべての地点において、対象核種は検出されなかった。 

 

 ３）環境試料中の放射能 

   a）ガンマ線スペクトロメトリー対象核種 (P12～18) 

   今期は植物（松葉 2 年葉：御津）、陸土（表層土 0～5cm：南講武、佐陀宮内）、海水（すべて

の地点）、海産生物（かさご：発電所付近沿岸、あらめ：宮崎鼻付近、宮崎鼻付近海底部）から

セシウム137が検出されたが、平常の変動幅内または一般の環境で認められる程度の値であり、

過去の大気圏内核実験等によるものと考えられる。 

   b）トリチウム（P19～20） 

   今期は陸水（池水：すべての地点）から検出されたが、平常の変動幅内または一般の環境で

認められる程度の値であり、自然放射能等によるものと考えられる。 

   また、大気水については機器故障のため、次期報告とする。 
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環　境　試　料　中　の　放　射　能

ガンマ線スペクトロメトリー対象核種

試　　　料　　　名
測 定

試料数

測 定 結 果 137Cs

平常の変動幅
単　位54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 137Cs

浮　　　遊　　　塵 ９ ND ND ND ND ND ND μBq/㎥

陸　水

池 水 ５ ND ND ND ND ND ND mBq/ℓ

水 道 原 水 ２ ND ND ND ND ND ND mBq/ℓ

植　物 松 葉 １ ND ND ND ND ND 0.03 ND ～0.04
Bq/kg

（生）

農産物

キ ャ ベ ツ ２ ND ND ND ND ND ND ～0.01
Bq/kg

（生）

茶 ２ ND ND ND ND ND ND ND ～0.06
Bq/kg

（生）

牛　乳 原 乳 ２ ND ND ND ND ND ND (注２) Bq/ℓ

陸　　　　　　　土 ５ ND ND ND ND
ND ～

1.5

(ND ～15)

(注３)

Bq/kg

（乾物）

海　　　　　　　水 ８ ND ND ND ND
1.5～

2.3
ND ～2.4 mBq/ℓ

海　　　底　　　土 ３ ND ND ND ND ND ND
Bq/kg

（乾物）

海　産

生　物

か さ ご １ ND ND ND ND 0.09 0.06～0.12

Bq/kg

（生）

さざえ

肉 ２ ND ND ND ND ND ND ～0.04

内　臓 ２ ND ND ND ND ND ND ～0.04

あ ら め ３ ND ND ND ND
ND ～

0.06
ND ～0.10

わ か め ２ ND ND ND ND ND ND ND

ほ ん だ わ ら 類 ４ ND ND ND ND ND ND ND ～0.08

（注） 1.

2.

3.

NDは検出下限値未満を示す。

令和元年度から測定を開始したため、137Cs「平常の変動幅」は未設定である。

佐陀宮内地点の137Cs「平常の変動幅」は平成26年度に覆土されており、環境が変化したため、平成26

～30年度の値を参考値として記載した。

－6－



トリチウム

試　　　料　　　名 測定試料数 測　定　値 平常の変動幅 単　　　位

海　　　水 ５ ND ND ND

Bq/ℓ

陸　　　　　　　水 ４ ND ～0.41 ND ～0.53

（注） 1.

2.

NDは検出下限値未満を示す。

平成29年度から測定を開始したため、平成29～30年度の値を参考値として記載した。
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単　位：【 nGy/h 】

測 定 地 点 区　　　分
測 定 値 平常の変動幅

（上限）４月 ５月 ６月

西 浜 佐 陀

平 均 値 47 49 49

82最 高 値 72 82 92

最 低 値 43 43 43

御　　　 津

平 均 値 33 33 33

63最 高 値 49 61 72

最 低 値 30 30 30

古　　　 浦

平 均 値 29 29 30

62最 高 値 47 58 74

最 低 値 27 27 27

深　 田　 北

平 均 値 21 20 21

51最 高 値 37 47 60

最 低 値 18 18 18

片　　　 句

平 均 値 26 26 26

59最 高 値 44 57 70

最 低 値 23 23 23

北　 講　 武

平 均 値 28 28 28

67最 高 値 48 60 71

最 低 値 25 24 23

佐 陀 本 郷

平 均 値 32 32 33

65最 高 値 51 61 73

最 低 値 29 29 29

末　　　 次

平 均 値 36 36 36

62最 高 値 61 61 73

最 低 値 31 32 32

大　　　 芦

平 均 値 37 37 38

69最 高 値 57 66 77

最 低 値 34 35 34

上 講 武

平 均 値 37 37 37

75最 高 値 58 67 80

最 低 値 34 34 33

手 結

平 均 値 43 43 43

71最 高 値 58 71 77

最 低 値 39 40 40

（注） 1.

2.

3.

4.

測 定 者　　島根県

測定方法　　３”φ球形NaI（Tl）シンチレ－ション検出器（エネルギ－補償型）を使用し、

　　　　　　５０keV ～３MeVのエネルギ－範囲で測定した。

測定値は、２分値である。

モニタリングポストの「平常の変動幅」は、各測定地点における前年度までの２年間以上（５年間を上限とする）

の全デ－タから求めた累積相対度数分布の（平均値±標準偏差×３）相当の範囲である。

４．調査項目別測定結果

（１）空間放射線

　１）線 量 率

　ａ）モニタリングポストによる測定

－8－



　１）線 量 率

　ａ）モニタリングポストによる測定

単　位：【 nGy/h 】

測 定 地 点 区　　　分
測 定 値 平常の変動幅

（上限）４月 ５月 ６月

手 結 南

平 均 値 28 27 28

59最 高 値 46 59 70

最 低 値 24 24 23

池 平

平 均 値 26 26 27

63最 高 値 46 60 72

最 低 値 22 22 21

名 分

平 均 値 30 30 30

60最 高 値 52 55 67

最 低 値 26 25 26

魚 瀬

平 均 値 35 35 35

63最 高 値 52 63 74

最 低 値 31 31 31

上 大 野

平 均 値 41 42 42

77最 高 値 60 72 93

最 低 値 36 37 37

東 長 江

平 均 値 36 37 37

73最 高 値 62 73 85

最 低 値 31 32 32

比 津

平 均 値 37 37 38

67最 高 値 56 66 79

最 低 値 33 33 33

持 田

平 均 値 41 41 41

77最 高 値 63 70 83

最 低 値 36 35 35

大 芦 別 所

平 均 値 32 32 32

71最 高 値 51 66 82

最 低 値 28 28 28

加 賀

平 均 値 33 32 33

61最 高 値 51 56 69

最 低 値 29 29 29

（注） 1.

2.

3.

4.

測 定 者　　島根県

測定方法　　２”φ円筒形NaI（Tl）シンチレ－ション検出器（エネルギ－補償型）を使用し、

　　　　　　５０keV ～３MeVのエネルギ－範囲で測定した。

測定値は、２分値である。

モニタリングポストの「平常の変動幅」は、各測定地点における前年度までの２年間以上（５年間を上限とする）

の全デ－タから求めた累積相対度数分布の（平均値±標準偏差×３）相当の範囲である。

－9－



　１）線 量 率

　ａ）モニタリングポストによる測定

単　位：【 nGy/h 】

測 定 地 点 区　　　分
測 定 値 平常の変動幅

（上限）４月 ５月 ６月

出 雲

平 均 値 31 30 31

62最 高 値 54 57 74

最 低 値 26 26 26

安 来

平 均 値 36 34 33

69最 高 値 58 54 84

最 低 値 31 27 26

雲 南

平 均 値 27 26 27

56最 高 値 44 51 65

最 低 値 22 22 22

（注） 1.

2.

3.

4.

測 定 者　　島根県

測定方法　　２”φ円筒形NaI（Tl）シンチレ－ション検出器（エネルギ－補償型）を使用し、

　　　　　　５０keV ～３MeVのエネルギ－範囲で測定した。

測定値は、２分値である。

モニタリングポストの「平常の変動幅」は、各測定地点における前年度までの２年間以上（５年間を上限とする）

の全デ－タから求めた累積相対度数分布の（平均値±標準偏差×３）相当の範囲である。
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単　位：【 kBq/㎡ 】

測 定 地 点 測 定 月 日

対 象 核 種 137Cs

平 常 の 変 動 幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 137Cs

西 浜 佐 陀 ５月29日 ND ND ND ND ND ND （注５）

御 津 ND

古 浦 ５月28日 ND ND ND ND ND ND ND

深 田 北 （注６）

片 句 ５月28日 ND ND ND ND ND ND ND

北 講 武 ND ～0.04

佐 陀 本 郷 ５月27日 ND ND ND ND ND ND ND ～0.02

末 次 （注６）

大 芦 ５月28日 ND ND ND ND ND ND ND ～0.03

上 講 武 ND

手 結 ５月28日 ND ND ND ND ND ND ND

手 結 南 （注６）

池 平 ５月27日 ND ND ND ND ND ND （注６）

名 分 （注６）

魚 瀬 ５月27日 ND ND ND ND ND ND （注６）

上 大 野 （注６）

東 長 江 ５月27日 ND ND ND ND ND ND （注６）

比 津 （注６）

持 田 ５月29日 ND ND ND ND ND ND （注６）

大 芦 別 所 （注６）

加 賀 ５月29日 ND ND ND ND ND ND ND

出 雲 （注６）

安 来 ５月29日 ND ND ND ND ND ND （注６）

雲 南 （注６）

（注） 1.

2.

3.

4.

5.

6.

測 定 者　島根県

測定方法　ゲルマニウム半導体検出器によるin-situ測定（地上高１ｍ）

対象核種は地表面分布していると仮定した。
137Cs「平常の変動幅」は前年度までの５年間の最小値から最大値までの範囲である。

西浜佐陀地点は平成26年度の局舎更新に伴って、環境が変化したため「平常の変動幅」は未設定である。

平成28年度から測定を開始したため「平常の変動幅」は未設定である。

（２）地表面における人工放射能

　１）人工放射能面密度
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浮 　 遊 　 塵 単　位：【 μBq/㎥ 】

採

取

地

点

採取期間

対 象 核 種 天 然 核 種
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs 7Be 40K

御　

津

４月１日～４月26日 ND ND ND ND ND ND 6,600 120

ND

４月26日～６月３日 ND ND ND ND ND ND 6,500 100

６月３日～７月１日 ND ND ND ND ND ND 3,800 120

池　

平

４月１日～４月26日 ND ND ND ND ND ND 7,400 81

（注４）

４月26日～６月３日 ND ND ND ND ND ND 7,200 72

６月３日～７月１日 ND ND ND ND ND ND 3,800 75

深

田

北

４月１日～４月26日 ND ND ND ND ND ND 8,000 130

（注４）

４月26日～６月３日 ND ND ND ND ND ND 7,800 86

６月３日～７月１日 ND ND ND ND ND ND 3,400 120

（注） 1.

2.

3.

4.

測定者　島根県

NDは検出下限値未満を示す。

御津地点については、137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小

値から最大値までの範囲である。平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事

故の影響のため除外している。

令和元年度から測定を開始したため、「平常の変動幅」は未設定である。

（３）環境試料中の放射能

　１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種
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陸　 　 　 水 単　位：【 mBq/ℓ 】

試
料
名

部　

位
採取地点 採取月日

対 象 核 種 天然核種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs 7Be 40K

池
　

水

表

層

水

一 矢

（注３）
５月23日

ND ND ND ND ND ND 37 60 島 根 県

ND

ND ND ND ND ND ND 18 66 中国電力

上 講 武 ５月28日 ND ND ND ND ND ND 10 42 〃 ND

西 谷

（注３）

５月23日

ND ND ND ND ND ND 25 29 島 根 県

（ND）

（注４）

ND ND ND ND ND ND 17 24 中国電力

島 根 県

中国電力

水　

道　

原　

水

着　

　

水　

　

井

忌 部

浄 水 場

（注３）

５月23日

ND ND ND ND ND ND 24 53 島 根 県

ND

ND ND ND ND ND ND 13 57 中国電力

島 根 県

中国電力

植　 　 　 物 単　位：【 Bq/㎏（生）】

試
料
名

部　

位
採取地点 採取月日

対 象 核 種 天然核種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs 7Be 40K

松
　

葉

２

年

葉

御 津 ４月25日 ND ND ND ND ND ND 0.03 36 76 島 根 県 ND ～0.04

西浜佐陀 〃
（ND ～0.13）

（注３）

深 田 北

〃

（ND ～0.07）

（注３）

中国電力

（注） 1.

2.

3.

4.

NDは検出下限値未満を示す。
137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小値から最大値までの範囲

である。平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事故の影響のため除外している。

同一地点で各測定者が採取し、各測定者が前処理を実施し、測定している。

平成29年度から測定を開始したため、平成29～30年度の値を参考値として記載した。

（注） 1.

2.

3.

NDは検出下限値未満を示す。
137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小値から最大値までの範囲

である。平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事故の影響のため除外している。

西浜佐陀地点及び深田北地点の137Cs「平常の変動幅」は平成27年度より測定を開始したため、平成27

～30年度の値を参考値として記載した。
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農　 産 　 物 単　位：【 Bq/㎏（生）】

試
料
名

部　

位
採取地点 採取月日

対 象 核 種 天然核種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs 7Be 40K

大
　

　

　

根

根

御 津 島 根 県 ND

根 連 木

（注３） 中国電力

ND

島 根 県

ほ

う

れ

ん

草

葉

御 津 〃 ND

根 連 木

（注４）

〃

ND ～0.03

中国電力

キ

ャ

ベ

ツ

葉

御 津 ５月８日 ND ND ND ND ND ND ND 63 島 根 県 ND

根 連 木 ５月10日 ND ND ND ND ND ND ND 64 〃 ND ～0.01

精
　

米

尾　 坂

（注４）

〃

ND

中国電力

茶葉
北 講 武

（注４）
５月12日

ND ND ND ND ND ND ND 22 150 島 根 県

ND ～0.06

ND ND ND ND ND ND ND 36 150 中国電力

（注） 1.

2.

3.

4.

NDは検出下限値未満を示す。
137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小値から最大値までの範囲

である。平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事故の影響のため除外している。

第１四半期採取予定であったが、採取できなかった。

同一地点で採取された試料を分割し、各測定者が前処理を実施し、測定している。

牛　 　 　 乳 単　位：【 Bq/ℓ 】

試
料
名

採 取 地 点 採取月日

対 象 核 種 天然核種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs 7Be 40K

原
　

乳

南 講 武

４月11日

（注２）

ND ND ND ND ND ND ND ND 48 島 根 県 （注３）

ND 中国電力

島 根 県

〃

中国電力

島 根 県

（注） 1.

2.

3.

NDは検出下限値未満を示す。

同一地点で採取された試料を分割し、各測定者が前処理を実施し、測定している。

令和元年度から137Csの測定を開始したため、「平常の変動幅」は未設定である。

－14－



陸　 　 　 土 （ 濃   度 ） 単　位：【 Bq/㎏（乾物）】

部 位 採 取 地 点 採 取 月 日
対 象 核 種 天然核種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs 7Be 40K

表 層 土
（０～５cm）

南 講 武 ５月28日 ND ND ND ND ND 1.5 ND 210 島 根 県 0.79～2.1

片 　 句 ５月28日 ND ND ND ND ND ND ND 710 〃
（ND ～2.7）

（注４）

佐 陀 宮 内
（注５）

５月28日

ND ND ND ND ND 0.64 8.9 480 〃
（ND ～15）

（注６）
ND ND ND ND ND ND ND 520 中国電力

西 浜 佐 陀 ５月31日 ND ND ND ND ND ND 13 750 島 根 県
（ND ～3.5）

（注７）

陸　 　 　 土 （ 面 密 度 ） 単　位：【 kBq/㎡ 】

部 位 採 取 地 点 採 取 月 日
対 象 核 種 天然核種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs 7Be

表 層 土
（０～５cm）

南 講 武 ５月28日 ND ND ND ND ND 0.07 ND 島 根 県 0.03～0.11

片 　 句 ５月28日 ND ND ND ND ND ND ND 〃
（ND ～0.12）

（注４）

佐 陀 宮 内
（注５）

５月28日

ND ND ND ND ND 0.03 0.48 〃
（ND ～0.39）

（注６）
ND ND ND ND ND ND ND 中国電力

西 浜 佐 陀 ５月31日 ND ND ND ND ND ND 0.37 島 根 県
（ND ～0.12）

（注７）

（注） 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

NDは検出下限値未満を示す。
137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小値から最大値までの範囲

である。平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事故の影響のため除外している。

面密度の表は、濃度の表の値を換算したものである。

片句地点の137Cs「平常の変動幅」は平成20年度より採取ポイントを移動したため、平成20～22年度及

び平成25～30年度の値を参考値として記載した。

同一地点で各測定者が採取し、各測定者が前処理を実施し、測定している。

佐陀宮内地点の137Cs「平常の変動幅」は平成26年度に覆土されており、環境が変化したため、平成26

～30年度の値を参考値として記載した。

西浜佐陀地点の137Cs「平常の変動幅」は平成20年度より測定を開始したため、平成20～22年度及び平

成25～30年度の値を参考値として記載した。
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海　 　 　 水 単　位：【 mBq/ℓ 】

部 位 採 取 地 点 採 取 月 日
対 象 核 種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs

表 層 水

１ 号 機 放 水 口

（注４）

４月24日

ND ND ND ND ND 2.1 島 根 県

0.84～2.4

ND ND ND ND ND 2.3 中国電力

島 根 県

中国電力

２号機放水口付近
５月29日 ND ND ND ND ND 1.5 島 根 県

1.2～2.4

中国電力

３号機放水口付近
５月29日 ND ND ND ND ND 1.7 島 根 県 (1.1～2.4)

（注５）中国電力

取 水 口
４月24日 ND ND ND ND ND 1.5 〃

1.3～2.0
〃

１ 号 機 放 水 口 沖
５月29日 ND ND ND ND ND 1.7 島 根 県

1.4～2.3
〃

２・３号機放水口沖
５月29日 ND ND ND ND ND 2.0 〃

1.3～2.4
〃

手 結 沖
５月29日 ND ND ND ND ND 1.8 〃

1.2～2.0
中国電力

海　 底 　 土 単　位：【 Bq/㎏（乾物）】

部 位 採 取 地 点 採 取 月 日
対 象 核 種 天然核種 137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs 7Be 40K

表 層底 質

１ 号 機 放 水 口 沖 ５月29日 ND ND ND ND ND ND ND 130 ND

２・３号機放水口沖 ５月29日 ND ND ND ND ND ND ND 130 ND

手 結 沖 ５月29日 ND ND ND ND ND ND ND 270 ND

（注） 1.

2.

3.

4.

5.

NDは検出下限値未満を示す。
137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小値から最大値までの範囲

である。平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事故の影響のため除外している。

天然核種（ ７Be、40K ）は、試料調製過程で除去され測定出来ない。

同一地点で各測定者が採取し、各測定者が前処理を実施し、測定している。

３号機放水口付近については、平成21年度より測定を開始したため、平成21～22年度及び平成25～30

年度の値を参考値として記載した。

（注） 1.

2.

3.

測定者　島根県

NDは検出下限値未満を示す。
137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小値から最大値までの範囲

である。平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事故の影響のため除外している。
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海産 生 物 （ １ ） 単　位：【 Bq/㎏（生）】

試
料
名

部　

位
採 取 地 点 採取月日

対 象 核 種 天 然 核 種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs 7Be 40K

か
さ
ご

肉
発 電 所 付 近

沿 岸

４月15日

６月９日
ND ND ND ND ND 0.09 ND 96 島 根 県 0.06～0.12

な
ま
こ

肉
１号機放水口湾付近 〃 ND（注３）

宮 崎 鼻 付 近 〃 ND（注４）

さ

ざ

え

肉

１号機放水口湾

付 近

４月14日 ND ND ND ND ND ND 0.53 88 〃

ND ～0.04
〃

〃

〃

宮 崎 鼻

付 近

４月16日 ND ND ND ND ND ND ND 92 〃

ND ～0.04
〃

〃

〃

内

臓

１号機放水口湾

付 近

４月14日 ND ND ND ND ND ND 1.7 50 〃

ND
〃

〃

〃

宮 崎 鼻

付 近

４月16日 ND ND ND ND ND ND 2.8 61 〃

ND ～0.04
〃

〃

〃

む

ら

さ
き

い

が

い

む

き

身

１号機放水口湾

付 近

〃
ND ～0.04

中国電力

宮 崎 鼻

付 近

島 根 県
ND

中国電力

浜 田 市 島 根 県 ND

松 江 市

美 保 関 町

〃
ND

中国電力

（注） 1.

2.

3.

4.

NDは検出下限値未満を示す。
137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小値から最大値までの範囲である。

平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事故の影響のため除外している。

１号機放水口湾付近の137Cs「平常の変動幅」は、平成19～21年度は宮崎鼻付近採取試料との混合試料として

測定を行っていたため、平成19～21年度の混合試料の測定結果を１号機放水口湾付近の値とみなし決定した。

宮崎鼻付近の137Cs「平常の変動幅」は、平成19～21年度は１号機放水口湾付近採取試料との混合試料として

測定を行っていたため、平成19～21年度の混合試料の測定結果を宮崎鼻付近の値とみなし決定した。
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海産 生 物 （ ２） 単　位：【 Bq/㎏（生）】

試
料
名

部　

位
採 取 地 点 採取月日

対 象 核 種 天然核種

測 定 者
137Cs

平常の変動幅54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs 7Be 40K

あ
ら
め

仮

根
を

除

く

１号機放水口湾

付 近

（注３） 島 根 県

ND ～0.10

〃

宮 崎 鼻

付 近

６月13日 ND ND ND ND ND 0.06 0.91 290 〃

ND ～0.10

中国電力

宮 崎 鼻

付 近

海 底 部

（注４）

６月27日

ND ND ND ND ND 0.05 0.73 260 島 根 県

ND ～0.07

ND ND ND ND ND ND 0.59 270 中国電力

わ

か

め

仮
根
を
除
く

１号機放水口湾

付 近

（注４）

４月14日

ND ND ND ND ND ND ND 1.1 190 島 根 県

ND

ND ND ND ND ND ND ND 0.66 210 中国電力

岩
の
り

全
体

１号機放水口湾

付 近
島 根 県 ND

ほ

ん

だ
わ

ら

類

仮

根
を

除

く

１号機放水口湾

付 近

（注４）

（注３）

〃

ND

中国電力

宮 崎 鼻

付 近

（注４）

６月13日

ND ND ND ND ND ND ND 3.5 310 島 根 県

ND ～0.07

ND ND ND ND ND ND ND 4.9 270 中国電力

輪 谷 湾

（注４）
６月25日

ND ND ND ND ND ND ND 1.6 270 島 根 県

ND ～0.08

ND ND ND ND ND ND ND 1.7 280 中国電力

浜 田 市 島 根 県 ND

松 江 市

美 保 関 町

（注４）

〃

ND

中国電力

（注） 1.

2.

3.

4.

NDは検出下限値未満を示す。
137Cs「平常の変動幅」は平成19～22年度及び平成25～30年度の10年間の最小値から最大値までの範囲である。

平成23・24年度の値については福島第一原子力発電所における事故の影響のため除外している。

第１四半期採取予定であったが、採取できなかった。

同一地点で採取された試料を分割し、各測定者が前処理を実施し、測定している。
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試
料
名

採取地点 採取期間
大気中濃度

（mBq/㎥）

捕集水濃度

（Bq/ℓ）

大気中濃度

平常の変動幅

（mBq/㎥）

捕集水濃度

平常の変動幅

（Bq/ℓ）

大

気

水

深 田 北

４月１日～４月26日 （注３） （注３）

（ND ～8.1）

（注４）

（ND ～0.68）

（注４）

４月26日～６月３日 （注３） （注３）

６月３日～７月１日 （注３） （注３）

北 講 武

４月１日～４月26日 （注３） （注３）

（ND ～8.5）

（注４）

（ND ～0.68）

（注４）

４月26日～６月３日 （注３） （注３）

６月３日～７月１日 （注３） （注３）

（注） 1.

2.

3.

4.

測定者　島根県

NDは検出下限値未満を示す。

機器故障のため、次期に報告とする。

平成29年度から測定を開始したため、平成29～30年度の値を参考値として記載した。

　２）トリチウム
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単　位：【 Bq/ℓ 】

試 　 料 　 名 部 位 採 取 地 点 採取月日 測 定 値 測 定 者 平常の変動幅

海　水 表層水

１ 号 機 放 水 口 沖

５月29日

ND 島 根 県

ND

ND 中国電力

島 根 県

〃

中国電力

島 根 県

２・３号機放水口沖

５月29日

ND 〃

ND

ND 中国電力

島 根 県

〃

中国電力

島 根 県

手 結 沖

５月29日 ND 〃

ND

中国電力

陸水 池水 表層水

一 矢

（注３）
５月23日

0.41 島 根 県

ND ～0.53

ND 中国電力

西 谷

（注３）

５月23日

0.32 島 根 県

（ND ～0.37）

（注４）

ND 中国電力

島 根 県

中国電力

（注） 1.

2.

3.

4.

NDは検出下限値未満を示す。

「平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である。

同一地点で各測定者が採取し、各測定者が前処理を実施し、測定している。

平成29年度から測定を開始したため、平成29～30年度の値を参考値として記載した。 
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（注） 1.

2.

3.

4.

5.

6.

測定者　島根県

NDは検出下限値未満を示す。

「平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である。

令和元年度より測定を開始したため、「平常の変動幅」は未設定である。

分析評価に時間を要するため、次期に報告する。

宮崎鼻付近のあらめについては、平成22年度から測定を開始したため、平成22～30年度の値を参考値

として記載した。

試 　 料 　 名 部 位 採 取 地 点 採取月日 測 定 値 単　位 平常の変動幅

陸

水
水道原水 着水井 忌 部 浄 水 場 mBq/ℓ （注４）

植

物
松　葉 ２年葉 御 津 ４月27日 （注５）

Bq/kg

（生）

2.5～13

農

産

物

ほうれん草 葉 御 津 0.04～0.16

茶 葉 北 講 武 ５月８日 （注５） 0.11～0.98

牛

乳
原　乳 南 講 武 （注４）

陸　土
表層土

（０～５cm）
佐 陀 宮 内 ５月23日

（注５）
Bq/kg

（乾物）
0.39～3.6

（注５） kBq/㎡ 0.02～0.14

海　水 表層水 １ 号 機 放 水 口 沖 ４月17日 （注５） mBq/ℓ ND ～2.6

海

産

生

物

かさご 肉 発 電 所 付 近 沿 岸
４月15日

６月９日
（注５）

Bq/kg

（生）

（注４）

さざえ 肉

１号機放水口湾付近 ４月10日 （注５） ND

宮 崎 鼻 付 近 ４月13日 （注５） ND

あらめ
仮根を

除く
宮 崎 鼻 付 近 ７月27日 （注５）

（ND）

（注６）

わかめ 〃 １号機放水口湾付近 ４月10日 （注５） ND ～0.13

　３）ストロンチウム90
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Ⅱ．温 排 水 関 係
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Ⅲ．参　考　資　料





単　位：【 nGy/h 】

区 分
Ｎｏ．1

(注４)
Ｎｏ．2

Ｎｏ．3

(注４)
Ｎｏ．4

Ｎｏ．5

(注４)
Ｎｏ．6

４月
平 均 値 23 31 34 25 33 28

最 大 値 41 47 50 42 50 41

５月
平 均 値 22 30 34 25 33 28

最 大 値 26 53 58 52 59 51

６月
平 均 値 24 31 35 25 34 28

最 大 値 67 61 71 65 67 57

７月
平 均 値

最 大 値

８月
平 均 値

最 大 値

９月
平 均 値

最 大 値

10月
平 均 値

最 大 値

11月
平 均 値

最 大 値

12月
平 均 値

最 大 値

１月
平 均 値

最 大 値

２月
平 均 値

最 大 値

３月
平 均 値

最 大 値

前年度まで

の デ ー タ

月平均値の

範 囲
19～26 23～32 30～40 21～27 28～36 26～35

２ 分 値 の

最 大 値
84 86 115 105 130 100

（注） 1.

2.

3.

4.

測 定 者　　中国電力

測定方法　　３”φ球形NaI（Tl）シンチレ－ション検出器（エネルギ－補償型）を使用し、

　　　　　　５０keV ～３MeVのエネルギ－範囲で測定した。

平成13年４月から２分値を測定値としている。

このため、「前年度までのデ－タ」は、平成13年4月～平成31年３月の２分値について記載した。

モニタリングポスト低レンジ検出器取替工事のため以下の期間欠測あり。

No.１：５月13日～６月10日、No.３：５月21日～６月10日、No.５：５月29日～６月11日

１．島根原子力発電所敷地内におけるモニタリングポスト測定結果

－49－



（注） 1.

2.

NDは検出下限値未満を示す。

　検出下限値は、液体廃棄物(トリチウムを除く)	 約２×10－２　Bq/㎤（60Coで代表）

　　　　　　　　　　気体廃棄物(放射性希ガス)	 約２×10－２　Bq/㎤

　　　　　　　　　　気体廃棄物(放射性よう素)	 約７×10－９　Bq/㎤

　　　　　　　　　　気体廃棄物(γ線放出核種)	 約４×10－９　Bq/㎤（60Coで代表）

　　　　　　　　　　気体廃棄物(89S r，90S r)	 約４×10－10　Bq/㎤（90Srで代表）

　　　　　　　　　　気体廃棄物(全 α 放射能)	 約４×10－10　Bq/㎤

年間放出管理の基準値

液 体 廃 棄 物 気 体 廃 棄 物

トリチウム

を除く

（Bq）

トリチウム

（Bq）

放射性

希ガス

（Bq）

放射性

よう素

〔131I〕

（Bq）

トリチウム

（Bq）

全粒子状物質（四半期合計値）（Bq）

γ線

放出核種
89Sr,90Sr

全α

放射能

原

子

炉

施

設

合

計

４
月

ND 4.0×107 ND ND 2.3×109

ND ND ND
５
月

ND 1.4×109 ND ND 2.9×109

６
月

ND 1.7×109 ND ND 3.6×109

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

年 間 合 計

年 間 放 出

管理目標値
4.9×1010 （4.9×1012）

（注２）
4.0×1014 2.2×1010

２．島根原子力発電所における放射性廃棄物管理の状況

（１）液体廃棄物及び気体廃棄物
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（注）固体廃棄物貯蔵所の保管容量は、45,500本である。

固　　体　　廃　　棄　　物

ド ラ ム 缶 そ の 他 の 種 類

発生量
（本）

焼却量・

減容処理量等
（本）

累　積

保管量
（本）

発生量
（本相当）

焼却量・

減容処理量等
（本相当）

累　積

保管量
（本相当）

原

子

炉

施

設

合

計

４月 207 96 33,556 0 0 1,661

５月 213 132 33,637 0 0 1,661

６月 198 162 33,673 30 22 1,669

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

年間合計

（２）固体廃棄物

－51－



運 転 状 況 時間稼動率（%）設備利用率（%）

４月 第17回施設定期検査のため発電停止中 0.0  0.0  

５月 第17回施設定期検査のため発電停止中 0.0  0.0  

６月 第17回施設定期検査のため発電停止中 0.0  0.0  

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

（注） 1.

2.

　　　　　　　　　　
稼動時間数

時間稼動率＝――――――――――――×100（%）

　　　　　　　　　　
暦 時 間 数

　　　　　　　　　　
発電電力量

設備利用率＝――――――――――――×100（%）

　　　　　　 
認可電気出力×暦時間数

３．島根原子力発電所の運転状況

１　号　機（廃止措置中、定格出力：４６万ｋＷ）

２　号　機（定格出力：８２万ｋＷ）
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単　位：【 kBq/㎡ 】

測 定 地 点 測定月日

対 象 核 種

測 定 者54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 137Cs

西 浜 佐 陀 ５月29日 0.02 0.06 0.03 0.02 0.04 0.03 島 根 県

御 津 〃

古 浦 ５月28日 0.02 0.06 0.02 0.03 0.03 0.03 〃

深 田 北 〃

片 句 ５月28日 0.02 0.05 0.02 0.02 0.03 0.02 〃

北 講 武 〃

佐 陀 本 郷 ５月27日 0.02 0.05 0.02 0.03 0.03 0.02 〃

末 次 〃

大 芦 ５月28日 0.03 0.06 0.02 0.03 0.03 0.03 〃

上 講 武 〃

手 結 ５月28日 0.03 0.07 0.03 0.03 0.04 0.03 〃

手 結 南 〃

池 平 ５月27日 0.02 0.05 0.02 0.02 0.03 0.02 〃

名 分 〃

魚 瀬 ５月27日 0.02 0.06 0.03 0.03 0.04 0.03 〃

上 大 野 〃

東 長 江 ５月27日 0.03 0.06 0.03 0.03 0.03 0.03 〃

比 津 〃

持 田 ５月29日 0.03 0.07 0.03 0.03 0.04 0.03 〃

大 芦 別 所 〃

加 賀 ５月29日 0.03 0.06 0.02 0.03 0.03 0.03 〃

出 雲 〃

安 来 ５月29日 0.03 0.06 0.03 0.03 0.04 0.03 〃

雲 南 〃

４．環境放射能の検出下限値

（１）地表面における人工放射能
１）人工放射能面密度の検出下限値
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浮 　 遊 　 塵 単　位：【 μBq/㎥ 】

採取

地点
採 取 期 間

対 象 核 種
測 定 者

54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs

御　

津

４月１日～４月26日 2.0 7.3 3.7 2.7 2.7 2.2 島 根 県

４月26日～６月３日 1.3 4.9 1.6 1.8 1.6 1.4 〃

６月３日～７月１日 3.0 6.2 2.1 2.3 2.4 2.0 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

池　

平

４月１日～４月26日 2.4 4.9 1.8 1.8 1.7 2.1 〃

４月26日～６月３日 0.95 3.5 1.2 1.3 1.2 1.2 〃

６月３日～７月１日 2.1 4.1 1.5 1.6 1.5 1.3 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

深

田

北

４月１日～４月26日 2.2 6.9 2.7 2.9 2.7 2.2 〃

４月26日～６月３日 2.3 4.6 1.5 1.7 1.6 1.4 〃

６月３日～７月１日 1.7 6.4 2.0 2.2 2.1 1.8 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（２）環境試料中の放射能

１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種の検出下限値
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陸　 　 　 水 単　位：【 mBq/ℓ 】

試
料
名

部　

位
採取地点 採取月日

対 象 核 種

測 定 者54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs

池
　

水

表

層

水

一 矢 ５月23日

0.34 1.3 0.42 0.48 0.43 0.37 島 根 県

0.56 1.2 0.51 0.61 0.55 0.46 中 国 電 力

上 講 武 ５月28日 0.48 1.2 0.53 0.53 0.53 0.36 〃

西 谷

５月23日

0.55 1.2 0.40 0.39 0.39 0.33 島 根 県

0.64 1.3 0.67 0.62 0.67 0.55 中 国 電 力

島 根 県

中 国 電 力

水　

道　

原　

水

着　

　

水　

　

井

忌 部

浄 水 場

５月23日

0.61 1.3 0.41 0.44 0.41 0.31 島 根 県

0.61 1.6 0.74 0.58 0.56 0.51 中 国 電 力

島 根 県

中 国 電 力

植　 　 　 物 単　位：【 Bq/㎏（生）】

試
料
名

部　

位
採取地点 採取月日

対 象 核 種

測 定 者54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs

松
　

葉

２

年

葉

御 津 ４月25日 0.05 0.15 0.03 0.05 0.28 0.03 0.02 島 根 県

西浜佐陀 〃

深 田 北

〃

中 国 電 力

１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種の検出下限値
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農　 産 　 物 単　位：【 Bq/㎏（生）】

試
料
名

部　

位
採取地点 採取月日

対 象 核 種

測 定 者
54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs

大　

　

　

根

根

御 津 島 根 県

根 連 木

中 国 電 力

島 根 県

ほ

う

れ

ん

草

葉

御 津 〃

根 連 木

〃

中 国 電 力

キ

ャ

ベ

ツ

葉

御 津 ５月８日 0.01 0.07 0.02 0.03 0.01 0.01 島 根 県

根 連 木 ５月10日 0.02 0.07 0.02 0.02 0.01 0.01 〃

精　

米

尾　 坂

〃

中 国 電 力

茶葉北 講 武 ５月12日

0.05 0.23 0.05 0.06 0.14 0.03 0.03 島 根 県

0.04 0.22 0.09 0.05 0.14 0.03 0.03 中 国 電 力

１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種の検出下限値
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陸　 　 　 土（ 濃   度 ） 単　位：【 Bq/㎏（乾物）】

部 位 採取地点 採取月日

対 象 核 種

測 定 者
54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs

表 層 土
（０～５cm）

南 講 武 ５月28日 0.85 2.0 0.67 0.62 0.56 0.53 島 根 県

片　 句 ５月28日 0.90 3.0 0.72 0.79 0.56 0.56 〃

佐陀宮内 ５月28日

1.1 2.7 0.76 0.85 0.60 0.58 〃

1.0 2.2 0.93 1.0 0.90 1.3 中国電力

西浜佐陀 ５月31日 1.1 2.5 0.88 0.81 0.61 0.62 島 根 県

牛　 　 　 乳 単　位：【 Bq/ℓ 】

部 位 採取地点 採取月日

対 象 核 種

測 定 者
54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs

原 乳 南 講 武

４月11日

0.01 0.06 0.02 0.03 0.04 0.01 0.01 島 根 県

0.05 中国電力

島 根 県

〃

中国電力

島 根 県

陸　 　 　 土（ 面 密 度 ） 単　位：【 kBq/㎡ 】

部 位 採取地点 採取月日

対 象 核 種

測 定 者
54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs

表 層 土
（０～５cm）

南 講 武 ５月28日 0.04 0.09 0.03 0.03 0.03 0.02 島 根 県

片　 句 ５月28日 0.06 0.19 0.05 0.05 0.04 0.04 〃

佐陀宮内 ５月28日

0.06 0.14 0.04 0.05 0.03 0.03 〃

0.03 0.06 0.02 0.03 0.02 0.03 中国電力

西浜佐陀 ５月31日 0.03 0.07 0.03 0.02 0.02 0.02 島 根 県

１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種の検出下限値
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海 　 　 　 水 単　位：【 mBq/ℓ 】

部 位 採 取 地 点 採取月日
対 象 核 種

測 定 者54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs

表 層 水

１ 号 機 放 水 口

４月24日
1.5 3.5 1.2 1.1 0.89 0.71 島 根 県

1.6 4.5 1.8 1.5 1.1 0.92 中国電力

島 根 県

中国電力

２号機放水口付近
５月29日 0.93 5.9 1.8 1.1 0.89 0.72 島 根 県

中国電力

３号機放水口付近
５月29日 1.8 6.5 1.7 1.0 0.89 0.68 島 根 県

中国電力

取 水 口
４月24日 1.3 3.5 1.5 1.3 1.1 0.82 〃

〃

１ 号 機 放 水 口 沖
５月29日 1.4 3.4 1.1 1.1 0.95 0.80 島 根 県

〃

２・３号機放水口沖
５月29日 0.91 3.5 1.3 1.1 0.92 0.76 〃

〃

手 結 沖
５月29日 1.8 6.8 1.9 1.1 0.92 0.71 〃

中国電力

海 　 底 　 土 単　位：【 Bq/㎏（乾物）】

部 位 採 取 地 点 採取月日
対 象 核 種

測 定 者54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs

表層底質

１ 号 機 放 水 口 沖 ５月29日 0.67 2.2 0.62 0.45 0.43 0.40 島 根 県

２・３号機放水口沖 ５月29日 0.74 2.2 0.58 0.46 0.41 0.38 〃

手 結 沖 ５月29日 0.75 2.8 0.72 0.54 0.47 0.41 〃

１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種の検出下限値
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海産 生 物 （１） 単　位：【 Bq/㎏（生）】

試
料
名

部　

位
採 取 地 点 採取月日

対 象 核 種

測 定 者54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs

か
さ
ご

肉
発 電 所 付 近

沿 岸

４月15日

６月９日
0.07 0.21 0.06 0.07 0.04 0.04 島 根 県

な
ま
こ

肉
１号機放水口湾付近 〃

宮 崎 鼻 付 近 〃

さ

ざ

え

肉

１号機放水口湾

付 近

４月14日 0.07 0.20 0.05 0.07 0.04 0.04 〃

〃

〃

〃

宮 崎 鼻

付 近

４月16日 0.07 0.20 0.05 0.07 0.04 0.04 〃

〃

〃

〃

内

臓

１号機放水口湾

付 近

４月14日 0.05 0.15 0.04 0.05 0.03 0.03 〃

〃

〃

〃

宮 崎 鼻

付 近

４月16日 0.06 0.16 0.04 0.05 0.03 0.03 〃

〃

〃

〃

む

ら

さ
き

い

が

い

む

き

身

１号機放水口湾

付 近

〃

中 国 電 力

宮 崎 鼻

付 近

島 根 県

中 国 電 力

浜 田 市 島 根 県

松 江 市

美 保 関 町

〃

中 国 電 力

１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種の検出下限値

－59－



海産 生 物 （２） 単　位：【 Bq/㎏（生）】

試
料
名

部　

位
採 取 地 点 採取月日

対 象 核 種

測 定 者54Mn 59Fe 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs

あ
ら
め

仮

根
を

除

く

１号機放水口湾

付 近

島 根 県

〃

宮 崎 鼻

付 近

６月13日 0.11 0.41 0.09 0.12 0.06 0.05 〃

中 国 電 力

宮 崎 鼻

付 近

海 底 部

６月27日
0.09 0.31 0.10 0.11 0.05 0.05 島 根 県

0.07 0.22 0.07 0.08 0.05 0.08 中 国 電 力

わ

か

め

仮
根
を
除
く

１号機放水口湾

付 近
４月14日

0.08 0.28 0.06 0.09 0.06 0.04 0.04 島 根 県

0.06 0.19 0.06 0.07 0.09 0.04 0.05 中 国 電 力

岩
の
り

全　

体

１号機放水口湾

付 近
島 根 県

ほ

ん

だ
わ

ら

類

仮

根
を

除

く

１号機放水口湾

付 近

〃

中 国 電 力

宮 崎 鼻

付 近
６月13日

0.13 0.46 0.11 0.15 0.09 0.07 0.10 島 根 県

0.08 0.28 0.09 0.08 0.15 0.06 0.10 中 国 電 力

輪 谷 湾 ６月25日
0.11 0.32 0.08 0.12 0.09 0.06 0.06 島 根 県

0.12 0.37 0.12 0.14 0.13 0.09 0.09 中 国 電 力

浜 田 市 島 根 県

松 江 市

美 保 関 町

〃

中 国 電 力

１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種の検出下限値

－60－



試料名 採取地点 採取期間 大気中濃度（mBq/㎥） 捕集水濃度（Bq/ℓ） 測 定 者

大気水

深 田 北

４月１日～４月26日 島根県

４月26日～６月３日 〃

６月３日～７月１日 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

北 講 武

４月１日～４月26日 〃

４月26日～６月３日 〃

６月３日～７月１日 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

２）トリチウムの検出下限値
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単　位：【 Bq/ℓ 】

試 　 料 　 名 部 位 採 取 地 点 採取月日 検出下限値 測 定 者

海　水 表層水

１ 号 機 放 水 口 沖

５月29日

0.23 島 根 県

0.29 中国電力

島 根 県

〃

中国電力

島 根 県

２・３号機放水口沖

５月29日

0.23 〃

0.29 中国電力

島 根 県

〃

中国電力

島 根 県

手 結 沖

５月29日 0.23 〃

中国電力

陸水 池水 表層水

一 矢 ５月23日

0.22 島 根 県

0.30 中国電力

西 谷

５月23日

0.23 島 根 県

0.30 中国電力

島 根 県

中国電力

２）トリチウムの検出下限値
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試 　 料 　 名 部 位 採 取 地 点 採取月日 検出下限値 単　　位 測 定 者

陸

水
水道原水 着水井 忌 部 浄 水 場 mBq/ℓ 島 根 県

植

物
松　葉 ２年葉 御 津 ４月27日

Bq/kg

（生）

〃

農

産

物

ほうれん草 葉 御 津 〃

茶 葉 北 講 武 ５月８日 〃

牛

乳
原　乳 南 講 武 〃

陸　土
表層土

（０～５cm）
佐 陀 宮 内 ５月23日

Bq/kg（乾物） 〃

kBq/㎡ 〃

海　水 表層水 １号機放水口沖 ４月17日 mBq/ℓ 〃

海

産

生

物

かさご 肉 発電所付近沿岸
４月15日

６月９日

Bq/kg

（生）

〃

さざえ 肉

１号機放水口湾

付 近
４月10日 〃

宮 崎 鼻 付 近 ４月13日 〃

あらめ
仮根を

除く
宮 崎 鼻 付 近 ７月27日 〃

わかめ 〃
１号機放水口湾

付 近
４月10日 〃

３）ストロンチウム90の検出下限値
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 - 74 -

 ５．空間放射線量率が平常の変動幅を超過した場合の原因究明フローチャート 

 
 空間放射線量率２分間値が平常の変動幅を超過した場合、気象の状況や入射γ線エネルギーの

解析結果、線量率の変動パターン、局舎設置のカメラ映像、発電所情報などを調査し、以下のフ

ローチャート（「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」 平成３０

年４月４日 原子力規制庁）を参考に原因究明を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yes 

通常測定 

空間放射線量率の上昇 

平常の変動幅の上

限を超過 

施設の測定値等の

異常 

気象、自然放射性核

種等の影響 

測定機器の異常 

外部要因（医療、産

業等）の影響 

施設寄与があったと判断する（施設寄与があった可能性を否定できないと判

断した場合を含む） 

No 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 
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本書は放射線監視等交付金事業により作成しました。
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